
子牛用アミノ酸混合飼料

給与
方法

使用直前に約500mLの水または微温湯を加えてよく振り混ぜて懸濁し、移動前後
の子牛１頭に対し１～２本を目安に誤嚥に注意して飲ませてください。

“素牛導入時”の栄養強化に！

“ウエルカムドリンク”として！

 導入前後のトラブル対策

“用時調製”のドリンクタイプ！

500mLボトル入り

Ａ飼料



給 与 例給 与 例

給与
条件

結果

呼吸器感染症の発生状況

導入時
日齢（日）

供試頭数
（頭）

発症頭数
（頭）

発症率
（％）

発症までの
日数（日）

平均治療
回数（回）

給与群 290.5 6 1 17% 4.0 3.0

対照群 308.2 6 5 83% 6.6 4.8

●青森県家畜市場 (七戸町 )からの黒毛和種子牛 (約 10か月齢 )導入の際、給与群に
市場出発時と農場到着時の２回、１回１頭当たり｢ニュートリーリンク・K」１本
（150g）を、約500mLの水に懸濁して経口給与し、宮城県内の肥育農家に移送した
(移送距離：約300km)。
●移送後2週間、子牛の健康状態を観察した。
●同時に導入した無給与群を対照群とした。

給与群では導入後２週間以内に６頭中１頭しか呼吸器感染症を発症しなかったのに対
し、対照群では６頭中５頭が発症した。

包装 １箱＜150g( ボトル入り )×10本＞

含有する
飼料添加物
の名称

ビタミンA、ビタミンD3、ビタミンE、ビタミンB1、ビタミンB2、ビタミンB6、
ビタミンB12、パントテン酸、ニコチン酸、 ビタミンC、硫酸鉄、硫酸銅、硫酸亜鉛、
塩化カリウム、リジン、トリプトファン、L- アルギニン、タウリン、着香料、 
サッカリンナトリウム、繊維・たん白質・ペクチン分解酵素

原材料名等
デキストリン、脂肪酸、発酵脱皮大豆油かす、食塩、コーングルテンミール、オリゴ糖、
無水ケイ酸、カゼインホスホペプチド
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